
紙面の都合により、いっぱん質問の内容を６８０字以内でまとめています。

議会だより　かまし（53号）議会だより　かまし（53号） 1011

いっぱん質問いっぱん質問

藤　　伸一　議員藤　　伸一　議員豊田　一元　議員豊田　一元　議員

藤　　伸一　議員

田上　孝樹　議員

出水　貴之　議員

石原　浩二　議員

廣瀨　公彦　議員

学校給食の段階的な無償化の取り組みは……11P

地区防災計画の策定は…………………………12P

日本版ＤＭＯを目指す必要があるのでは……13P

豪雨災害復旧工事はどのくらい完了しているのか
……………………………………………………14P

市内の全面通行止の箇所数は…………………15P

豊田　一元　議員

中村　春夫　議員

中嶋　時夫　議員

畠中　博文　議員

田中　義幸　議員

八丁トンネル開通に伴う活性化策への期待は…11P

市道及び公園の草刈り基準は…………………12P

部落差別をはじめあらゆる差別をなくす条例の
制定を……………………………………………13P

(旧)足白小学校 宿泊施設(カホ・アルペ)の
開業時期は………………………………………14P

老木になったソメイヨシノ桜はどうする……15P

問 八丁トンネル開通に伴う
　 活性化策への期待は

答　交流人口・交通量増加による
　観光集客や産業振興に期待する

問 学校給食の段階的な
　 無償化の取り組みは

答 財源の確保や先進事例を
　 収集し、調査研究を行う　

行
政
の
考
え
を
問
う

行
政
の
考
え
を
問
う

いっぱん質問いっぱん質問

質
　
学
校
給
食
を
完
全
無

償
化
し
た
場
合
の
予
算
は
。

柴
田
学
校
教
育
課
長
　
全

て
の
生
徒
を
無
償
化
し
た

場
合
は
、
年
間
約
６
０
０

０
～
７
０
０
０
万
円
が
必

要
と
な
る
。

質
　
財
源
的
に
難
し
け
れ

ば
、
特
定
の
学
年
や
、
兄

弟
姉
妹
３
人
以
上
在
籍
し

て
い
る
家
庭
の
第
３
子
以

降
を
無
償
化
す
る
方
法
は
。

そ
の
場
合
の
予
算
は
。

学
校
教
育
課
長
　
状
況
に

よ
り
変
動
す
る
が
、
年
間

約
９
０
０
万
円
の
予
算
が

必
要
と
な
る
。

質
　
今
後
の
段
階
的
な
無

償
化
の
取
り
組
み
は
。

赤
間
市
長
　
継
続
的
な
財

源
確
保
の
検
討
と
、
導
入

に
つ
い
て
は
、
担
当
課
に

調
査
研
究
を
指
示
し
て
い

く
。

「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」
の

設
置

質
　
葬
儀
後
の
役
所
で
の

手
続
き
が
煩
雑
で
あ
る
と

の
市
民
の
声
は
届
い
て
い

る
か
。

野
川
市
民
課
長
　
複
数
の

部
署
で
手
続
き
が
必
要
と

な
り
、
負
担
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
声
を
聞
い
て
い

る
。

質
　
幾
つ
も
の
窓
口
を
回

る
手
続
き
を
一
括
し
、
手

助
け
す
る
窓
口
開
設
が
全

国
的
に
進
ん
で
い
る
が
。

市
民
課
長
　
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
を
設
置
し
て
い
る

自
治
体
が
あ
る
こ
と
は

知
っ
て
い
る
。

質
　
新
庁
舎
の
供
用
開
始

に
向
け
て
、
「
お
く
や
み

コ
ー
ナ
ー
」
の
窓
口
設
置

を
提
案
す
る
。

市
長
　
市
民
の
負
担
軽
減
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

時
間
短
縮
等
を
含
め
、
担

当
課
へ
指
示
し
て
、
検
討

す
る
。

※

他
に
教
育
行
政
（
ト
イ

レ
の
洋
式
化
・
学
校
教
育

の
国
際
化
に
向
け
た
取
り

組
み
）
に
つ
い
て
質
問
。

質
　
第
２
次
総
合
計
画
に

係
る
八
丁
ト
ン
ネ
ル
嘉
麻

バ
イ
パ
ス
開
通
後
の
本
市

に
お
け
る
活
性
化
へ
の
期

待
は
。

篠
崎
産
業
振
興
課
長
　
近

隣
市
町
村
と
の
ア
ク
セ
ス

改
善
に
よ
り
交
流
人
口
や

交
通
量
増
加
で
観
光
集
客
、

産
業
振
興
に
期
待
で
き
る
。

質
　
工
業
団
地
造
成
に
つ

い
て
は
未
だ
に
実
現
し
て

い
な
い
が
、
今
後
の
進
め

方
は
。

産
業
振
興
課
長
　
平
成
28

年
度
適
地
調
査
候
補
地
の

再
検
証
及
び
市
内
全
域
の

適
地
調
査
再
実
施
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。

質
　
今
議
会
に
お
い
て
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
博

多
区
に
置
く
補
正
予
算
計

上
が
あ
っ
た
が
、
企
業
誘

致
促
進
に
ど
の
よ
う
な
成

果
が
期
待
で
き
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長
　
営
業
拠

点
と
し
て
企
業
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
企
業

の
事
業
計
画
な
ど
の
情
報

収
集
、
進
出
可
能
性
の
あ

る
企
業
の
誘
致
活
動
を
行

い
た
い
。

質
　
国
道
3
2
2
号
と

　
　

　　　　
号
沿
線
の
史
跡
や

観
光
資
源
・
特
産
品
を
利

用
し
た
観
光
集
客
の
取
り

組
み
は
。

産
業
振
興
課
長
　
朝
倉
嘉

麻
観
光
協
議
会
を
定
期
的

　っ
て
い
る
。
開
通
後
は
嘉

　ル
ー
ツ
を
活
用
し
た
イ
ベ

ン
ト
、
体
験
ツ
ア
ー
な
ど

計
画
し
て
い
る
。

個
別
施
設
見
直
し
計
画

質
　
昨
年
12
月
に
、
49
施

設
の
見
直
し
計
画
が
議
会

に
提
出
さ
れ
た
。
公
共
施

設
の
解
体
、
用
途
廃
止
は

市
の
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
、

地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た

配
置
が
重
要
と
考
え
る
。

　
住
民
の
意
見
を
踏
ま
え

た
活
用
検
討
と
は
ど
の
よ

う
に
行
う
の
か
。

大
村
企
画
財
政
課
長
　
現

状
、
具
体
的
見
直
し
実
施

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
確
定
し

て
い
な
い
。
施
設
が
地
域

の
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

拠
点
で
あ
る
場
合
は
、
別

途
地
域
振
興
計
画
案
を
定

め
る
と
し
て
お
り
、
地
域

代
表
者
な
ど
か
ら
な
る
会

議
な
ど
想
定
し
て
い
る
。

※

他
に
ふ
る
さ
と
納
税
の

収
入
増
へ
の
取
組
み
と
運

用
実
績
に
つ
い
て
質
問
。

に
開
催
し
合
同
Ｐ
Ｒ
も
行

2
1
1

穂
ア
ル
プ
ス
や
両
市
の
フ



紙面の都合により、いっぱん質問の内容を６８０字以内でまとめています。

議会だより　かまし（53号）議会だより　かまし（53号） 1011

いっぱん質問いっぱん質問

藤　　伸一　議員藤　　伸一　議員豊田　一元　議員豊田　一元　議員

藤　　伸一　議員

田上　孝樹　議員

出水　貴之　議員

石原　浩二　議員

廣瀨　公彦　議員

学校給食の段階的な無償化の取り組みは……11P

地区防災計画の策定は…………………………12P

日本版ＤＭＯを目指す必要があるのでは……13P

豪雨災害復旧工事はどのくらい完了しているのか
……………………………………………………14P

市内の全面通行止の箇所数は…………………15P

豊田　一元　議員

中村　春夫　議員

中嶋　時夫　議員

畠中　博文　議員

田中　義幸　議員

八丁トンネル開通に伴う活性化策への期待は…11P

市道及び公園の草刈り基準は…………………12P

部落差別をはじめあらゆる差別をなくす条例の
制定を……………………………………………13P

(旧)足白小学校 宿泊施設(カホ・アルペ)の
開業時期は………………………………………14P

老木になったソメイヨシノ桜はどうする……15P

問 八丁トンネル開通に伴う
　 活性化策への期待は

答　交流人口・交通量増加による
　観光集客や産業振興に期待する

問 学校給食の段階的な
　 無償化の取り組みは

答 財源の確保や先進事例を
　 収集し、調査研究を行う　

行
政
の
考
え
を
問
う

行
政
の
考
え
を
問
う

いっぱん質問いっぱん質問

質
　
学
校
給
食
を
完
全
無

償
化
し
た
場
合
の
予
算
は
。

柴
田
学
校
教
育
課
長
　
全

て
の
生
徒
を
無
償
化
し
た

場
合
は
、
年
間
約
６
０
０

０
～
７
０
０
０
万
円
が
必

要
と
な
る
。

質
　
財
源
的
に
難
し
け
れ

ば
、
特
定
の
学
年
や
、
兄

弟
姉
妹
３
人
以
上
在
籍
し

て
い
る
家
庭
の
第
３
子
以

降
を
無
償
化
す
る
方
法
は
。

そ
の
場
合
の
予
算
は
。

学
校
教
育
課
長
　
状
況
に

よ
り
変
動
す
る
が
、
年
間

約
９
０
０
万
円
の
予
算
が

必
要
と
な
る
。

質
　
今
後
の
段
階
的
な
無

償
化
の
取
り
組
み
は
。

赤
間
市
長
　
継
続
的
な
財

源
確
保
の
検
討
と
、
導
入

に
つ
い
て
は
、
担
当
課
に

調
査
研
究
を
指
示
し
て
い

く
。

「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」
の

設
置

質
　
葬
儀
後
の
役
所
で
の

手
続
き
が
煩
雑
で
あ
る
と

の
市
民
の
声
は
届
い
て
い

る
か
。

野
川
市
民
課
長
　
複
数
の

部
署
で
手
続
き
が
必
要
と

な
り
、
負
担
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
声
を
聞
い
て
い

る
。

質
　
幾
つ
も
の
窓
口
を
回

る
手
続
き
を
一
括
し
、
手

助
け
す
る
窓
口
開
設
が
全

国
的
に
進
ん
で
い
る
が
。

市
民
課
長
　
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
を
設
置
し
て
い
る

自
治
体
が
あ
る
こ
と
は

知
っ
て
い
る
。

質
　
新
庁
舎
の
供
用
開
始

に
向
け
て
、
「
お
く
や
み

コ
ー
ナ
ー
」
の
窓
口
設
置

を
提
案
す
る
。

市
長
　
市
民
の
負
担
軽
減
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

時
間
短
縮
等
を
含
め
、
担

当
課
へ
指
示
し
て
、
検
討

す
る
。

※

他
に
教
育
行
政
（
ト
イ

レ
の
洋
式
化
・
学
校
教
育

の
国
際
化
に
向
け
た
取
り

組
み
）
に
つ
い
て
質
問
。

質
　
第
２
次
総
合
計
画
に

係
る
八
丁
ト
ン
ネ
ル
嘉
麻

バ
イ
パ
ス
開
通
後
の
本
市

に
お
け
る
活
性
化
へ
の
期

待
は
。

篠
崎
産
業
振
興
課
長
　
近

隣
市
町
村
と
の
ア
ク
セ
ス

改
善
に
よ
り
交
流
人
口
や

交
通
量
増
加
で
観
光
集
客
、

産
業
振
興
に
期
待
で
き
る
。

質
　
工
業
団
地
造
成
に
つ

い
て
は
未
だ
に
実
現
し
て

い
な
い
が
、
今
後
の
進
め

方
は
。

産
業
振
興
課
長
　
平
成
28

年
度
適
地
調
査
候
補
地
の

再
検
証
及
び
市
内
全
域
の

適
地
調
査
再
実
施
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。

質
　
今
議
会
に
お
い
て
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
博

多
区
に
置
く
補
正
予
算
計

上
が
あ
っ
た
が
、
企
業
誘

致
促
進
に
ど
の
よ
う
な
成

果
が
期
待
で
き
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長
　
営
業
拠

点
と
し
て
企
業
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
企
業

の
事
業
計
画
な
ど
の
情
報

収
集
、
進
出
可
能
性
の
あ

る
企
業
の
誘
致
活
動
を
行

い
た
い
。

質
　
国
道
3
2
2
号
と

　
　

　　　　
号
沿
線
の
史
跡
や

観
光
資
源
・
特
産
品
を
利

用
し
た
観
光
集
客
の
取
り

組
み
は
。

産
業
振
興
課
長
　
朝
倉
嘉

麻
観
光
協
議
会
を
定
期
的

　っ
て
い
る
。
開
通
後
は
嘉

　ル
ー
ツ
を
活
用
し
た
イ
ベ

ン
ト
、
体
験
ツ
ア
ー
な
ど

計
画
し
て
い
る
。

個
別
施
設
見
直
し
計
画

質
　
昨
年
12
月
に
、
49
施

設
の
見
直
し
計
画
が
議
会

に
提
出
さ
れ
た
。
公
共
施

設
の
解
体
、
用
途
廃
止
は

市
の
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
、

地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た

配
置
が
重
要
と
考
え
る
。

　
住
民
の
意
見
を
踏
ま
え

た
活
用
検
討
と
は
ど
の
よ

う
に
行
う
の
か
。

大
村
企
画
財
政
課
長
　
現

状
、
具
体
的
見
直
し
実
施

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
確
定
し

て
い
な
い
。
施
設
が
地
域

の
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

拠
点
で
あ
る
場
合
は
、
別

途
地
域
振
興
計
画
案
を
定

め
る
と
し
て
お
り
、
地
域

代
表
者
な
ど
か
ら
な
る
会

議
な
ど
想
定
し
て
い
る
。

※

他
に
ふ
る
さ
と
納
税
の

収
入
増
へ
の
取
組
み
と
運

用
実
績
に
つ
い
て
質
問
。

に
開
催
し
合
同
Ｐ
Ｒ
も
行

2
1
1

穂
ア
ル
プ
ス
や
両
市
の
フ



議会だより　かまし（53号）議会だより　かまし（53号） 1213

いっぱん質問いっぱん質問 いっぱん質問いっぱん質問

田上　孝樹　議員田上　孝樹　議員中村　春夫　議員中村　春夫　議員
問 市道及び公園の草刈り基準は

答　毎年計画的に年２回程度の
　 除草作業を行っている

問 地区防災計画の策定は

答　地域の災害対応力の向上に
　　大きく貢献できると考える

出水　貴之　議員出水　貴之　議員中嶋　時夫　議員中嶋　時夫　議員
問 部落差別をはじめあらゆる
　 差別をなくす条例の制定を

答　県の条例を参考に今年度中に
　　考えていく

問 日本版ＤＭＯを目指す必要が
　　あるのでは

答　観光振興にとって有効である
　 と考えている

質
　
国
の
防
災
計
画
が
あ

り
、
自
治
体
が
立
て
る
地

域
防
災
計
画
が
あ
る
。
そ

れ
に
加
え
町
会
、
自
治
会
、

商
店
街
な
ど
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
災
害
時
の

避
難
方
法
な
ど
を
自
ら
立

案
す
る
、
地
区
防
災
計
画

が
平
成
25
年
の
災
害
対
策

基
本
法
の
改
正
で
創
設
さ

れ
た
。
こ
れ
は
東
日
本
大

震
災
で
自
治
体
の
行
政
機

能
が
麻
痺
し
た
の
を
教
訓

に
、
26
年
4
月
に
導
入
さ

れ
た
。
本
市
で
の
地
区
防

災
計
画
の
策
定
は
。

大
野
防
災
対
策
課
長
　
当

市
内
で
地
区
防
災
計
画
を

作
成
し
て
い
る
地
域
は
な

い
。

質
　
地
区
防
災
計
画
の
策

定
が
嘉
麻
市
全
体
の
災
害

対
応
力
の
向
上
に
つ
な
が

る
と
思
わ
れ
る
が
。

防
災
対
策
課
長
　
大
規
模

災
害
発
生
時
に
は
、
行
政

自
身
が
被
災
し
て
機
能
が

麻
痺
す
る
よ
う
な
こ
と
が

明
確
に
な
っ
た
。
公
助
の

限
界
と
言
わ
れ
る
。
そ
の

よ
う
な
場
合
、
自
助
・
共

助
が
重
要
と
な
り
地
域
の

組
織
で
作
る
地
区
防
災
計

画
は
、
地
域
の
災
害
対
応

力
に
大
き
く
貢
献
で
き
る

と
考
え
る
。

質
　
防

災

と

は
、
自

助
・

共
助
・
公
助
と
言
わ
れ
る

が
、
そ
の
共
助
の
部
分
を

膨
ら
ま
せ
る
た
め
の
制
度

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
。
地
域
へ
の
周
知
に

つ
い
て
は
。

防
災
対
策
課
長
　
今
現
在
、

市
内
に
11
の
自
主
防
災
組

織
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
通

じ
て
、
地
区
防
災
計
画
の

内
容
、
必
要
性
に
つ
い
て

周
知
し
て
い
き
た
い
。

嘉
麻
、
飯
塚
自
転
車
道
の

考
え
は

質
　
近
隣
で
は
、
飯
塚
直

方
自
転
車
道
、
直
方
北
九

州
自
転
車
道
な
ど
県
内
に

は
多
く
の
自
転
車
道
（
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
）
が

あ
る
。
嘉
麻
市
も
自
転
車

道
を
整
備
し
て
飯
塚
直
方

自
転
車
道
に
接
続
し
て
は

と
考
え
る
が
。

髙
﨑
土
木
課
長
　
現
時
点

に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う

な
考
え
や
計
画
は
な
い
。

今
後
、
要
望
が
数
多
く
出

れ
ば
検
討
し
関
係
各
位
に

要
望
し
て
い
き
た
い
。

質
　
市
道
及
び
公
園
の
草

刈
り
基
準
は
。

髙
﨑
土
木
課
長
　
市
内
の

主
要
道
路
と
公
園
は
年
２

回
程
度
、
計
画
的
に
除
草

作
業
を
行
っ
て
い
る
。
な

お
、
上
山
田
地
区
サ
ル
ビ

ア
道
路
も
市
の
主
要
道
路

の
た
め
除
草
作
業
を
行
う

予
定
で
あ
る
。

産
廃
場
関
係

質
　
熊
ヶ
畑
地
区
の
不
法

投
棄
問
題
の
状
況
は
。

溝
口
環
境
課
長
　
ミ
ニ
処

分
場
と
考
え
、
国
、
県
、

市
の
協
議
の
結
果
、

今
月

末
よ
り
覆
土
に
よ
る
植
生

回
復

を
行

う

計

画

で
あ

る
。

質
　
百
々
谷
最
終
処
分
場

の
状
況
は
。

環
境
課
長
　
現
在
、
覆
土

に
向
け
附
帯
設
備
の
整
備

中
で
あ
る
。

質
　
火
災
し
た
百
々
谷
中

間
処
分
場
の
搬
出
の
状
況

は
。

環
境
課
長
　
本
年
５
月
17

日
ま
で
の
搬
出
量
は
16
業

者

に
よ
る
４
０
６
４
ｔ
で
、

今
後
14
業
者
に
よ
る
１
万

３
４
７
ｔ
を
予
定
し
て
い
る
。

質
　
熊
ヶ
畑
最
終
処
分
場
の

許
可
申
請
は
。

環
境
課
長
　
県
が
、
平
成

29
年
11
月
に
掘
削
調
査
を

行
い
、
そ
の
結
果
問
題
な

か
っ
た
た
め
、
平
成
35
年

12
月
ま
で
許
可
が
出
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。

質
　
隣

接

し
て
い
る
ミ
ニ

処
分
場
が
整
地
さ
れ
て
い

る
。
産
廃
場
と
し
て
の
役

割
が
終
わ
っ
た
の
か
。

環
境
課
長
　
県
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
覆
土
を
終
え
事

業
を
終
了
し
た
と
の
こ
と

で
あ
る
。

質
　
環
境
保
全
協
定
書
に

つ
い
て
は
。

環
境
課
長
　
本
年
３
月
７

日
付
で
締
結
を
行
っ
て
い

る
。

質
　
産
廃
場
と
市
有
地
の

境
界
の
協
議
は
。

石
坂
管
財
課
長
　
水
道
管

が
埋
設
さ
れ
て
い
る
事
業

者
所
有
の
土
地
を
市
が
購

入
し
、
ミ
ニ
処
分
場
側
の

市
有
地
を
同
等
面
積
で
事

業
者
に
売
却
す
る
こ
と
で

進
め
て
い
る
。

　
現
在
、
測
量
等
を
行
い

分
筆
作
業
中
で
あ
る
。
水

道

局

で
は
、

水

道

管

埋

設
地
の
購
入
事
務
が
完
了

し
て
い
る
。

質
　
第
２
次
嘉
麻
市
観
光

振
興
基
本
計
画
の
成
果
目

標
の
達
成
状
況
は
。

篠
崎
産
業
振
興
課
長
　
観

光
入
込
客
数
は
、
目
標
が

令
和
3
年
に
１
６
３
万
人

に
対
し
て
、
平
成
29
年
で

１
０
４
万
人
。
一
人
当
た

り
の
観
光
消
費
額
は
、
目

標
が
１
２
０
０
円
に
対
し

て
８
３
６
円
と
な
っ
て
お

り
、
苦
戦
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

質
　
計
画
の
見
直
し
、
評

価
・
改
善
は
い
つ
頃
か
。

産
業
振
興
課
長
　
今
年
度
、

中
間
検
証
を
行
う
予
定
と

し
て
い
る
。

質
　
国
は
、
観
光
振
興
に

つ
い
て
、
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ

の
形
成
を
推
進
し
て
い
る
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
法
人
は
、
国
か
ら

優
先
的
な
補
助
、
支
援
を

受
け
ら
れ
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
。
本
市
も

日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
目
指
す

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

産
業
振
興
課
長
　
本
市
の

観
光
振
興
に
と
っ
て
有
効

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
　
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
取

り
組
み
に
関
し
て
市
長
の

見
解
は
。

赤
間
市
長
　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
法
人

を
目
指
す
た
め
に
は
、
専

門
人
材
の
配
置
や
運
営
資

金
の
確
保
も
課
題
と
な
る
。

国
や
県
の
支
援
も
活
用
し

な
が
ら
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
法
人
を
視

野
に
入
れ
た
観
光
振
興
の

体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

著
名
人
を
生
か
し
た
取
り

組
み

質
　
つ
か
こ
う
へ
い
氏
は

嘉
麻
市
出
身
で
、
同
級
生

有
志
が
、
生
誕
70
年
記
念

展
を
昨
年
開
催
し
た
。
４

０
０
名
以
上
の
来
場
者
が

あ
っ
た
が
、
こ
の
企
画
展

に
つ
い
て
認
識
は
。

産
業
振
興
課
長
　
市
内
外

か
ら
多
く
の
方
が
来
場
し

た
と
聞
い
て
い
る
。

質
　
企
画
展
の
貴
重
な
資

料
を
嘉
麻
市
の
共
有
財
産

と
し
て
、
市
の
施
設
で
保

管
・
保
存
で
き
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長
　
本
人
が

故
人
で
あ
り
、
ま
た
遺
族

の
意
向
や
著
作
権
の
問
題
、

保
管
場
所
な
ど
、
関
係
各

所
で
の
協
議
が
必
要
。

質
　
常
設
展
示
の
可
能
性

は
ど
う
か
。

市
長
　
ク
リ
ア
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
項
が
あ
る
。

関
係
各
所
と
の
協
議
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　観
光
入
込
客
数
と
は
、
１

年
間
に
嘉
麻
市
に
訪
れ
た

観
光
客
の
人
数

日

本

版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と

は
、
地

域
資
源
を
最
大
限
に
活
用

し
“稼
げ
る
”

観
光
地
域
づ

く
り
を
行
う
舵
取
り
役
と

な
る
法
人

質
　
若
い
教
職
員
の
部
落

問
題
に
対
す
る
研
修
に
ど

う
取
組
ん
で
い
る
の
か
。

大
森
学
校
教
育
課
参
事

　
平
成
31
年
の
調
査
で
は
、

部
落
問
題
に
関
す
る
認
識

や
法
律
・
制
度
・
用
語
等

に
つ
い
て
説
明
で
き
る
と

答
え
た
割
合
が
、
若
い
教

職
員
ほ
ど
低
か
っ
た
。
夏

季
休
業
中
に
、
全
教
職
員

を
対
象
と
し
た
人
権
同
和

教
育
研
修
会
を
開
催
し
、

部
落
問
題
に
つ
い
て
の
知

識
の
習
得
及
び
意
識
の
向

上
を
図
る
。

質
　
嘉
麻
市
の
部
落
の
実

態
を
調
査
し
課
題
を
明
ら

か
に
し
て
、
部
落
差
別
を

は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る

差
別
を
な
く
す
条
例
を
制

定
す
る
考
え
は
な
い
か
。

頼
金
人
権
同
和
対
策
課
長

　
国
か
ら
実
態
調
査
の
依

頼
が
あ
っ
た
。
福
岡
県
の

条
例
を
参
考
に
部
落
問
題

だ
け
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ

る
人
権
問
題
解
決
の
た
め

の
条
例
制
定
を
今
年
度
中

に
考
え
て
い
く
。

隣
組
長
の
公
務
災
害
問
題

質
　
稲
築
地
区
の
隣
組
長

は
身
分
の
保
証
が
な
い
。

他
の
山
田
・
碓
井
・
嘉
穂

地
区
の
隣
組
長
は
、
区
長

と
同
じ
く
非
常
勤
特
別
職

で
あ
る
。
隣
組
長
と
し
て

同
じ
業
務
を
し
、
ケ
ガ
を

し
て
も
稲
築
地
区
の
隣
組

長
は
公
務
災
害
の
対
象
と

な
ら
な
い
。
公
正
・
公
平

に
反
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

安
陪
総
務
課
長
　
来
年
の

地
方
公
務
員
法
改
正
に
併

せ
て
、
対
策
を
考
え
て
い

き
た
い
。

広
報
紙
の
配
布
問
題

質
　
自
治
会
の
未
加
入
世

帯
数
が
５
８
０
４
世
帯
で
、

全
世
帯
の
30
％
を
超
え
て

い
る
。
行
政
の
情
報
は
、

市
民
の
知
る
権
利
や
生
存

権
に
関
わ
る
事
柄
だ
。
広

報
紙
の
配
布
問
題
は
深
刻

で
あ
り
、
抜
本
的
な
対
策

が
必
要
だ
。

総
務
課
長
　
行
政
区
加
入

者
に
は
、
広
報
紙
を
配
布

し
て
い
る
が
、
未
加
入
世

帯
に
は
こ
の
行
政
情
報
が

届
い
て
い
な
い
。
地
方
公

務
員
法
の
改
正
と
併
せ
て

調
査
研
究
す
る
。



議会だより　かまし（53号）議会だより　かまし（53号） 1213

いっぱん質問いっぱん質問 いっぱん質問いっぱん質問

田上　孝樹　議員田上　孝樹　議員中村　春夫　議員中村　春夫　議員
問 市道及び公園の草刈り基準は

答　毎年計画的に年２回程度の
　 除草作業を行っている

問 地区防災計画の策定は

答　地域の災害対応力の向上に
　　大きく貢献できると考える

出水　貴之　議員出水　貴之　議員中嶋　時夫　議員中嶋　時夫　議員
問 部落差別をはじめあらゆる
　 差別をなくす条例の制定を

答　県の条例を参考に今年度中に
　　考えていく

問 日本版ＤＭＯを目指す必要が
　　あるのでは

答　観光振興にとって有効である
　 と考えている

質
　
国
の
防
災
計
画
が
あ

り
、
自
治
体
が
立
て
る
地

域
防
災
計
画
が
あ
る
。
そ

れ
に
加
え
町
会
、
自
治
会
、

商
店
街
な
ど
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
災
害
時
の

避
難
方
法
な
ど
を
自
ら
立

案
す
る
、
地
区
防
災
計
画

が
平
成
25
年
の
災
害
対
策

基
本
法
の
改
正
で
創
設
さ

れ
た
。
こ
れ
は
東
日
本
大

震
災
で
自
治
体
の
行
政
機

能
が
麻
痺
し
た
の
を
教
訓

に
、
26
年
4
月
に
導
入
さ

れ
た
。
本
市
で
の
地
区
防

災
計
画
の
策
定
は
。

大
野
防
災
対
策
課
長
　
当

市
内
で
地
区
防
災
計
画
を

作
成
し
て
い
る
地
域
は
な

い
。

質
　
地
区
防
災
計
画
の
策

定
が
嘉
麻
市
全
体
の
災
害

対
応
力
の
向
上
に
つ
な
が

る
と
思
わ
れ
る
が
。

防
災
対
策
課
長
　
大
規
模

災
害
発
生
時
に
は
、
行
政

自
身
が
被
災
し
て
機
能
が

麻
痺
す
る
よ
う
な
こ
と
が

明
確
に
な
っ
た
。
公
助
の

限
界
と
言
わ
れ
る
。
そ
の

よ
う
な
場
合
、
自
助
・
共

助
が
重
要
と
な
り
地
域
の

組
織
で
作
る
地
区
防
災
計

画
は
、
地
域
の
災
害
対
応

力
に
大
き
く
貢
献
で
き
る

と
考
え
る
。

質
　
防

災

と

は
、
自

助
・

共
助
・
公
助
と
言
わ
れ
る

が
、
そ
の
共
助
の
部
分
を

膨
ら
ま
せ
る
た
め
の
制
度

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
。
地
域
へ
の
周
知
に

つ
い
て
は
。

防
災
対
策
課
長
　
今
現
在
、

市
内
に
11
の
自
主
防
災
組

織
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
通

じ
て
、
地
区
防
災
計
画
の

内
容
、
必
要
性
に
つ
い
て

周
知
し
て
い
き
た
い
。

嘉
麻
、
飯
塚
自
転
車
道
の

考
え
は

質
　
近
隣
で
は
、
飯
塚
直

方
自
転
車
道
、
直
方
北
九

州
自
転
車
道
な
ど
県
内
に

は
多
く
の
自
転
車
道
（
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
）
が

あ
る
。
嘉
麻
市
も
自
転
車

道
を
整
備
し
て
飯
塚
直
方

自
転
車
道
に
接
続
し
て
は

と
考
え
る
が
。

髙
﨑
土
木
課
長
　
現
時
点

に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う

な
考
え
や
計
画
は
な
い
。

今
後
、
要
望
が
数
多
く
出

れ
ば
検
討
し
関
係
各
位
に

要
望
し
て
い
き
た
い
。

質
　
市
道
及
び
公
園
の
草

刈
り
基
準
は
。

髙
﨑
土
木
課
長
　
市
内
の

主
要
道
路
と
公
園
は
年
２

回
程
度
、
計
画
的
に
除
草

作
業
を
行
っ
て
い
る
。
な

お
、
上
山
田
地
区
サ
ル
ビ

ア
道
路
も
市
の
主
要
道
路

の
た
め
除
草
作
業
を
行
う

予
定
で
あ
る
。

産
廃
場
関
係

質
　
熊
ヶ
畑
地
区
の
不
法

投
棄
問
題
の
状
況
は
。

溝
口
環
境
課
長
　
ミ
ニ
処

分
場
と
考
え
、
国
、
県
、

市
の
協
議
の
結
果
、

今
月

末
よ
り
覆
土
に
よ
る
植
生

回
復

を
行

う

計

画

で
あ

る
。

質
　
百
々
谷
最
終
処
分
場

の
状
況
は
。

環
境
課
長
　
現
在
、
覆
土

に
向
け
附
帯
設
備
の
整
備

中
で
あ
る
。

質
　
火
災
し
た
百
々
谷
中

間
処
分
場
の
搬
出
の
状
況

は
。

環
境
課
長
　
本
年
５
月
17

日
ま
で
の
搬
出
量
は
16
業

者

に
よ
る
４
０
６
４
ｔ
で
、

今
後
14
業
者
に
よ
る
１
万

３
４
７
ｔ
を
予
定
し
て
い
る
。

質
　
熊
ヶ
畑
最
終
処
分
場
の

許
可
申
請
は
。

環
境
課
長
　
県
が
、
平
成

29
年
11
月
に
掘
削
調
査
を

行
い
、
そ
の
結
果
問
題
な

か
っ
た
た
め
、
平
成
35
年

12
月
ま
で
許
可
が
出
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。

質
　
隣

接

し
て
い
る
ミ
ニ

処
分
場
が
整
地
さ
れ
て
い

る
。
産
廃
場
と
し
て
の
役

割
が
終
わ
っ
た
の
か
。

環
境
課
長
　
県
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
覆
土
を
終
え
事

業
を
終
了
し
た
と
の
こ
と

で
あ
る
。

質
　
環
境
保
全
協
定
書
に

つ
い
て
は
。

環
境
課
長
　
本
年
３
月
７

日
付
で
締
結
を
行
っ
て
い

る
。

質
　
産
廃
場
と
市
有
地
の

境
界
の
協
議
は
。

石
坂
管
財
課
長
　
水
道
管

が
埋
設
さ
れ
て
い
る
事
業

者
所
有
の
土
地
を
市
が
購

入
し
、
ミ
ニ
処
分
場
側
の

市
有
地
を
同
等
面
積
で
事

業
者
に
売
却
す
る
こ
と
で

進
め
て
い
る
。

　
現
在
、
測
量
等
を
行
い

分
筆
作
業
中
で
あ
る
。
水

道

局

で
は
、

水

道

管

埋

設
地
の
購
入
事
務
が
完
了

し
て
い
る
。

質
　
第
２
次
嘉
麻
市
観
光

振
興
基
本
計
画
の
成
果
目

標
の
達
成
状
況
は
。

篠
崎
産
業
振
興
課
長
　
観

光
入
込
客
数
は
、
目
標
が

令
和
3
年
に
１
６
３
万
人

に
対
し
て
、
平
成
29
年
で

１
０
４
万
人
。
一
人
当
た

り
の
観
光
消
費
額
は
、
目

標
が
１
２
０
０
円
に
対
し

て
８
３
６
円
と
な
っ
て
お

り
、
苦
戦
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

質
　
計
画
の
見
直
し
、
評

価
・
改
善
は
い
つ
頃
か
。

産
業
振
興
課
長
　
今
年
度
、

中
間
検
証
を
行
う
予
定
と

し
て
い
る
。

質
　
国
は
、
観
光
振
興
に

つ
い
て
、
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ

の
形
成
を
推
進
し
て
い
る
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
法
人
は
、
国
か
ら

優
先
的
な
補
助
、
支
援
を

受
け
ら
れ
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
。
本
市
も

日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
目
指
す

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

産
業
振
興
課
長
　
本
市
の

観
光
振
興
に
と
っ
て
有
効

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
　
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
取

り
組
み
に
関
し
て
市
長
の

見
解
は
。

赤
間
市
長
　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
法
人

を
目
指
す
た
め
に
は
、
専

門
人
材
の
配
置
や
運
営
資

金
の
確
保
も
課
題
と
な
る
。

国
や
県
の
支
援
も
活
用
し

な
が
ら
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
法
人
を
視

野
に
入
れ
た
観
光
振
興
の

体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

著
名
人
を
生
か
し
た
取
り

組
み

質
　
つ
か
こ
う
へ
い
氏
は

嘉
麻
市
出
身
で
、
同
級
生

有
志
が
、
生
誕
70
年
記
念

展
を
昨
年
開
催
し
た
。
４

０
０
名
以
上
の
来
場
者
が

あ
っ
た
が
、
こ
の
企
画
展

に
つ
い
て
認
識
は
。

産
業
振
興
課
長
　
市
内
外

か
ら
多
く
の
方
が
来
場
し

た
と
聞
い
て
い
る
。

質
　
企
画
展
の
貴
重
な
資

料
を
嘉
麻
市
の
共
有
財
産

と
し
て
、
市
の
施
設
で
保

管
・
保
存
で
き
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長
　
本
人
が

故
人
で
あ
り
、
ま
た
遺
族

の
意
向
や
著
作
権
の
問
題
、

保
管
場
所
な
ど
、
関
係
各

所
で
の
協
議
が
必
要
。

質
　
常
設
展
示
の
可
能
性

は
ど
う
か
。

市
長
　
ク
リ
ア
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
項
が
あ
る
。

関
係
各
所
と
の
協
議
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　観
光
入
込
客
数
と
は
、
１

年
間
に
嘉
麻
市
に
訪
れ
た

観
光
客
の
人
数

日

本

版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と

は
、
地

域
資
源
を
最
大
限
に
活
用

し
“稼
げ
る
”

観
光
地
域
づ

く
り
を
行
う
舵
取
り
役
と

な
る
法
人

質
　
若
い
教
職
員
の
部
落

問
題
に
対
す
る
研
修
に
ど

う
取
組
ん
で
い
る
の
か
。

大
森
学
校
教
育
課
参
事

　
平
成
31
年
の
調
査
で
は
、

部
落
問
題
に
関
す
る
認
識

や
法
律
・
制
度
・
用
語
等

に
つ
い
て
説
明
で
き
る
と

答
え
た
割
合
が
、
若
い
教

職
員
ほ
ど
低
か
っ
た
。
夏

季
休
業
中
に
、
全
教
職
員

を
対
象
と
し
た
人
権
同
和

教
育
研
修
会
を
開
催
し
、

部
落
問
題
に
つ
い
て
の
知

識
の
習
得
及
び
意
識
の
向

上
を
図
る
。

質
　
嘉
麻
市
の
部
落
の
実

態
を
調
査
し
課
題
を
明
ら

か
に
し
て
、
部
落
差
別
を

は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る

差
別
を
な
く
す
条
例
を
制

定
す
る
考
え
は
な
い
か
。

頼
金
人
権
同
和
対
策
課
長

　
国
か
ら
実
態
調
査
の
依

頼
が
あ
っ
た
。
福
岡
県
の

条
例
を
参
考
に
部
落
問
題

だ
け
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ

る
人
権
問
題
解
決
の
た
め

の
条
例
制
定
を
今
年
度
中

に
考
え
て
い
く
。

隣
組
長
の
公
務
災
害
問
題

質
　
稲
築
地
区
の
隣
組
長

は
身
分
の
保
証
が
な
い
。

他
の
山
田
・
碓
井
・
嘉
穂

地
区
の
隣
組
長
は
、
区
長

と
同
じ
く
非
常
勤
特
別
職

で
あ
る
。
隣
組
長
と
し
て

同
じ
業
務
を
し
、
ケ
ガ
を

し
て
も
稲
築
地
区
の
隣
組

長
は
公
務
災
害
の
対
象
と

な
ら
な
い
。
公
正
・
公
平

に
反
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

安
陪
総
務
課
長
　
来
年
の

地
方
公
務
員
法
改
正
に
併

せ
て
、
対
策
を
考
え
て
い

き
た
い
。

広
報
紙
の
配
布
問
題

質
　
自
治
会
の
未
加
入
世

帯
数
が
５
８
０
４
世
帯
で
、

全
世
帯
の
30
％
を
超
え
て

い
る
。
行
政
の
情
報
は
、

市
民
の
知
る
権
利
や
生
存

権
に
関
わ
る
事
柄
だ
。
広

報
紙
の
配
布
問
題
は
深
刻

で
あ
り
、
抜
本
的
な
対
策

が
必
要
だ
。

総
務
課
長
　
行
政
区
加
入

者
に
は
、
広
報
紙
を
配
布

し
て
い
る
が
、
未
加
入
世

帯
に
は
こ
の
行
政
情
報
が

届
い
て
い
な
い
。
地
方
公

務
員
法
の
改
正
と
併
せ
て

調
査
研
究
す
る
。
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いっぱん質問いっぱん質問 いっぱん質問いっぱん質問

石原　浩二　議員石原　浩二　議員畠中　博文　議員畠中　博文　議員
問 (旧)足白小学校 宿泊施設
　　(カホ・アルペ)の開業時期は

答　来年３月の開業を
　 目指している

問 豪雨災害復旧工事は
　　どのくらい完了しているのか

答　本年度中に発注予定

廣瀨　公彦　議員廣瀨　公彦　議員田中　義幸　議員田中　義幸　議員
問 老木になったソメイヨシノ
　 桜はどうする

答　行政区と相談し伐採する

問 市内の全面通行止の箇所数は

答　８箇所が全面通行止と
　　なっている

質
　
昨
年
７
月
の
豪
雨
災

害
の
復
旧
費
と
し
て
30
億

円
の
予
算
を
計
上
し
、
３
ヶ

年
計
画
で
復
旧
す
る
旨
の

説
明
を
受
け
た
。
道
路
の

陥
没
や
崩
壊
、
山
林
の
地

滑
り
等
に
よ
る
崩
落
、
農

地
崩
壊
な
ど
数
百
箇
所
に

及
ん
で
い
る
。
現
在
ま
で

ど
の
く
ら
い
復
旧
工
事
は

完
了
し
て
い
る
の
か
。

髙
﨑
土

木

課

長
　
道

路
、

河
川
施
設
の
災
害
箇
所
は

合
計
１
８
４
箇
所
で
、
こ

れ
ま
で
１
１
４
箇
所
の
工

事
が
完
了
し
て
い
る
。

井
桁
農
林
振
興
課
長
　
農

業
用
施
設
の
災
害
箇
所
は

７
０
２
箇
所
で
、
こ
れ
ま

で
１
９
８
箇
所
の
工
事
が

完
了
し
て
い
る
。
ま
た
、

林
道
施
設
の
災
害
箇
所
は

１
４
９
箇
所
で
、
こ
れ
ま

で
41
箇
所
の
工
事
が
完
了

し
て
い
る
。

質
　
現
在
工
事
中
の
箇
所

と
本
年
度
に
発
注
予
定
の

箇
所
数
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

土
木
課
長
　
現
在
18
箇
所

を
施
工
中
で
、
残
り
52
箇

所
は
、
今
年
度
中
に
発
注

予
定
で
あ
る
。

農
林
振
興
課
長
　
農
業
用

施
設
の
工
事
発
注
済
み
は

64
箇
所
、
残
り
４
４
０
箇

所
は
本
年
度
随
時
発
注
予

定
で
あ
る
。
ま
た
、
林
道

施
設
の
工
事
発
注
済
み
は

56
箇
所
で
、
残
り
52
箇
所

は
、
本
年
度
随
時
発
注
予

定
で
あ
る
。

意
見
　
災
害
箇
所
の
近
く

に
住
ん
で
い
る
市
民
は
安

心
す
る
と
思
う
の
で
今
後

と
も
迅
速
な
対
応
を
願
う
。

二
次
災
害
へ
の
対
応

質
　
今
年
も
梅
雨
が
近
づ

い
て
い
る
。
復
旧
工
事
が

完
了
し
て
い
な
い
。
二
次

災
害
の
発
生
が
心
配
さ
れ

る
箇
所
の
復
旧
工
事
の
優

先
順
位
は
ど
の
よ
う
に
決

め
て
い
る
の
か
。

土
木
課
長
　
職
員
が
現
地

を
確
認
し
、
応
急
工
事
が

必
要
と
判
断
し
た
箇
所
は
、

業
者
に
指
示
し
工
事
を
し

て
い
る
。
土
木
課
と
し
て

は
危
険
性
の
高
い
箇
所
、

公
共
性
の
高
い
箇
所
を
優

先
に
考
え
て
い
る
。

質
　(

旧)

足
白
小
学
校 

宿

泊
施
設

(

カ
ホ
・
ア
ル
ペ)

開
業
が
遅
れ
て
い
る
理
由

は
。

篠
崎
産
業
振
興
課
長
　
当

初
、
今
年
の
夏
頃
の
開
業

予
定
で
あ
っ
た
が
、
工
事

車
両
等
の
侵
入
路
確
保
の

関
係
か
ら
外
構
工
事
の
発

注
時
期
を
遅
ら
せ
た
こ
と
、

開
業
準
備
期
間
が
３
カ
月

で
は
な
く
最
低
で
も
６
カ

月
程
度
必
要
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
こ
と
に
よ
り
、

開
業
が
遅
れ
て
い
る
。

質
　
工
事
全
体
の
完
了
時

期
は
。

産
業
振
興
課
長
　
本
年
６
月

末
を
予
定
。

質
　
市
の
費
用
負
担
割
合

は
。

産
業
振
興
課
長
　
整
備
関

係
予
算
４
億
６
２
４
３
万

８
千
円
の
う
ち
、
国
庫
補

助
金
２
億
２
３
８
９
万
５

千
円
、
市
負
担
金
２
億
３

８
５
４
万
３
千
円
で
あ
る
。

質
　
宿
泊
施
設
は

（
株
）
嘉

麻
ス
タ
イ
ル
が
運
営
す
る
の

か
。

産
業
振
興
課
長
　
ま
ず
、

市
の
直
営
施
設
と
し
て
委

託
業
者
に
よ
る
運
営
を
行

い
、
そ
の
後
、
指
定
管
理

者
に
よ
る
運
営
に
つ
な
げ

た
い
。

質
　
委
託
業
者
は
決
ま
っ
て

い
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長
　
決
ま
っ

て
い
な
い
。

質
　
宿

泊

や

レ
ス
ト
ラ
ン
、

体
験
型
農
業
な
ど
の
運
営

委
託
方
法
は
。

産
業
振
興
課
長
　
宿
泊
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、

カ
フ
ェ
施

設
の
運
営
は
同
一
業
者
に

委
託
予
定
で
あ
る
。
体
験

型
農
業
、
観
光
な
ど
は
足

白
農
泊
協
議
会
や
市
の
観

光
ま
ち
づ
く
り
協
会
と
連

携
協
力
が
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
取
組

み
を
委
託
先
に
願
う
。

質
　
開
業
時
期
は
い
つ
頃

に
な
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長
　
来
年
３

月
の
開
業
を
目
指
し
て
い

る
。

質
　
交
流
人
口
の
増
加
に

よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

赤
間
市
長
　
本
事
業
は
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

起
爆
剤
と
な
り
得
る
と
考

え
て
い
る
。
活
性
化
の
た

め
、
来
年
３
月
の
開
業
を

目
指
し
取
組
み
た
い
。

災
害
対
策

質
　
施
政
方
針
の
中
で
、

市
の
内
部
組
織
の
災
害
に

対
す
る
体
制
強
化
と
あ
る

が
、
防
災
対
策
課
の
女
性

正
規
職
員
の
数
は
。

平
川
人
事
秘
書
課
長
　
現

在
は
０
名
で
あ
る
。
た
だ

し
、
男
女
共
同
参
画
の
視

点
か
ら
避
難
所
へ
は
男
女

職
員
の
配
置
を
す
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

質
　
６
月
現
在
の
市
内
に

お
け
る
全
面
通
行
止
め
箇

所
数
は
。

髙
﨑
土
木
課
長
　
市
道
の

通
行
規
制
は
12
路
線
で
、

内
８
箇
所
が
全
面
通
行
止

め
と
な
っ
て
い
る
。

環
境
行
政

質
　
３
月
に
締
結
し
た
産

廃
事
業
者
と
の
環
境
保
全

協
定
書
は
、
環
境
審
議
会

に
意
見
を
求
め
て
い
る
か
。

溝
口
環
境
課
長
　
自
然
環

境
保
全
条
例
に
基
づ
き
審

議
会
に
意
見
を
求
め
て
い

る
。

質
　
な
ぜ
３
月
議
会
で
は

な
く
５
月
の
臨
時
議
会
で

の
報
告
に
な
っ
た
の
か
。

環
境
課
長
　
審
議
会
を
開

催
す
る
余
裕
が
な
く
、
代

表
者
で
あ
る
会
長
に
報
告

を
行
う
こ
と
と
し
た
が
、

会
長
と
の
日
程
調
整
に
時

間
を
要
し
た
た
め
。

質
　
県
か
ら
締
結
に
関
し
、

何
か
指
導
は
あ
っ
た
か
。

環
境
課
長
　
市
の
条
例
に

基
づ
く
も
の
な
の
で
、
指

導
は
受
け
て
い
な
い
。

質
　
平
成
28
年
３
月
に
出

た
審
議
会
の
答
申
の
入
手

方
法
は
。

環
境
課
長
　
情
報
開
示
請

求
に
よ
り
入
手
可
能
。

質
　
自
然
災
害
が
多
発
す

る
中
、
環
境
課
が
で
き
る

対
応
は
。

環
境
課
長
　
ゴ
ミ
や
し
尿

料
金
の
免
除
、
家
屋
へ
の

消
毒
作
業
、
ま
た
昨
年
の

豪
雨
災
害
で
は
国
の
補
助

で
あ
る
全
壊
家
屋
の
解
体

撤
去
費
用
を
助
成
し
て
い

る
。

※

他
に
ふ
る
さ
と
に
誇
り

を
持
て
る
教
育
・
文
化
の

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
取

組
内
容
を
質
問
。

質
　
山
田
石
ヶ
崎
団
地
の

外
縁
部
に
植
樹
さ
れ
て
い

る
桜
の
木
が
倒
木
し
た
。

全
国
各
地
で
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
桜
の
倒
木
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
木

は
て
ん
ぐ
巣
病
に
か
か
れ

ば
枯
れ
て
し
ま
う
。
そ
う

で
な
く
て
も
、
寿
命
は
60

年
位
と
の
こ
と
だ
。
老
木

と
な
っ
た
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

桜
は
ど
う
す
る
。

高
崎
土
木
課
長
　
行
政
区

と
相
談
し
、
伐
採
し
た
い
。

質
　
青
森
県
弘
前
市
は
、

剪
定
や
殺
虫
剤
散
布
、
肥

料
等
管
理
し
、
樹
齢
１
０

０
年
を
超
え
る
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
桜
が
３
０
０
本
以
上

あ
る
と
い
う
。
手
入
れ
し
、

延
命
を
図
る
べ
き
だ
。

土
木
課
長
　
研
究
し
た
い
。

危
険
な
交
差
点

質
　
漆
生
東
交
差
点
は
、

過
去
死
亡
事
故
が
発
生
し

た
危
険
箇
所
だ
。
東
岩
崎

か
ら
交
差
点
に
進
入
す
る

と
、
松
山
方
面
か
ら
の
車

両
が
非
常
に
見
に
く
い
。

東
岩
崎
新
屋
敷
団
地
前
交

差
点
も
右
方
向
は
全
く
見

え
な
い
。
昭
和
橋
か
ら
漆

生
へ
の
旧
国
鉄
線
路
の
最

初
の
交
差
点
は
、
近
年
自

転
車
に
乗
っ
た
子
ど
も
が

跳
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
交
差
点
は
、
生
垣
と

樹
木
が
視
界
を
妨
げ
て
い

る
。
対
策
は
ど
う
す
る
。

土
木
課
長
　
当
該
行
政
区

か
ら
要
望
書
が
上
が
り
次

第
、
生
垣
と
樹
木
を
伐
採

す
る
。

過
疎
地
の
交
通
政
策

質
　
桑
野
神
有
地
区
は
、

以
前
市
バ
ス
路
線
が
あ
っ

た
が
現
在
は
な
い
。
ふ
も

と
に
バ
ス
停
は
あ
る
が
、

高
齢
者
は
歩
い
て
行
け
な

い
。
買
い
物
、
病
院
の
通

院
に
は
車
が
必
需
品
で
、

な
い
と
生
活
で
き
な
い
。

こ
の
神
有
地
区
や
過
疎
地

の
交
通
政
策
を
ど
う
す
る
。

小
林
地
域
活
性
推
進
課
長

　
現
在
デ
マ
ン
ド
型
バ
ス

の
計
画
を
し
て
い
る
。

質
　
路
線
外
で
も
利
用
で

き
る
の
か
。

地
域
活
性
推
進
課
長
　
路

線
が
な
く
て
も
利
用
者
宅

の
近
く
ま
で
送
迎
す
る
。

提
言
　
過
疎
対
策
の
最
も

重
要
な
施
策
の
一
つ
は
、

公
共
交
通
政
策
だ
。

※

他
に
行
政
区
交
付
金
問

題
、
通
学
路
の
安
全
対
策
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
質
問
。
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いっぱん質問いっぱん質問 いっぱん質問いっぱん質問

石原　浩二　議員石原　浩二　議員畠中　博文　議員畠中　博文　議員
問 (旧)足白小学校 宿泊施設
　　(カホ・アルペ)の開業時期は

答　来年３月の開業を
　 目指している

問 豪雨災害復旧工事は
　　どのくらい完了しているのか

答　本年度中に発注予定

廣瀨　公彦　議員廣瀨　公彦　議員田中　義幸　議員田中　義幸　議員
問 老木になったソメイヨシノ
　 桜はどうする

答　行政区と相談し伐採する

問 市内の全面通行止の箇所数は

答　８箇所が全面通行止と
　　なっている

質
　
昨
年
７
月
の
豪
雨
災

害
の
復
旧
費
と
し
て
30
億

円
の
予
算
を
計
上
し
、
３
ヶ

年
計
画
で
復
旧
す
る
旨
の

説
明
を
受
け
た
。
道
路
の

陥
没
や
崩
壊
、
山
林
の
地

滑
り
等
に
よ
る
崩
落
、
農

地
崩
壊
な
ど
数
百
箇
所
に

及
ん
で
い
る
。
現
在
ま
で

ど
の
く
ら
い
復
旧
工
事
は

完
了
し
て
い
る
の
か
。

髙
﨑
土

木

課

長
　
道

路
、

河
川
施
設
の
災
害
箇
所
は

合
計
１
８
４
箇
所
で
、
こ

れ
ま
で
１
１
４
箇
所
の
工

事
が
完
了
し
て
い
る
。

井
桁
農
林
振
興
課
長
　
農

業
用
施
設
の
災
害
箇
所
は

７
０
２
箇
所
で
、
こ
れ
ま

で
１
９
８
箇
所
の
工
事
が

完
了
し
て
い
る
。
ま
た
、

林
道
施
設
の
災
害
箇
所
は

１
４
９
箇
所
で
、
こ
れ
ま

で
41
箇
所
の
工
事
が
完
了

し
て
い
る
。

質
　
現
在
工
事
中
の
箇
所

と
本
年
度
に
発
注
予
定
の

箇
所
数
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

土
木
課
長
　
現
在
18
箇
所

を
施
工
中
で
、
残
り
52
箇

所
は
、
今
年
度
中
に
発
注

予
定
で
あ
る
。

農
林
振
興
課
長
　
農
業
用

施
設
の
工
事
発
注
済
み
は

64
箇
所
、
残
り
４
４
０
箇

所
は
本
年
度
随
時
発
注
予

定
で
あ
る
。
ま
た
、
林
道

施
設
の
工
事
発
注
済
み
は

56
箇
所
で
、
残
り
52
箇
所

は
、
本
年
度
随
時
発
注
予

定
で
あ
る
。

意
見
　
災
害
箇
所
の
近
く

に
住
ん
で
い
る
市
民
は
安

心
す
る
と
思
う
の
で
今
後

と
も
迅
速
な
対
応
を
願
う
。

二
次
災
害
へ
の
対
応

質
　
今
年
も
梅
雨
が
近
づ

い
て
い
る
。
復
旧
工
事
が

完
了
し
て
い
な
い
。
二
次

災
害
の
発
生
が
心
配
さ
れ

る
箇
所
の
復
旧
工
事
の
優

先
順
位
は
ど
の
よ
う
に
決

め
て
い
る
の
か
。

土
木
課
長
　
職
員
が
現
地

を
確
認
し
、
応
急
工
事
が

必
要
と
判
断
し
た
箇
所
は
、

業
者
に
指
示
し
工
事
を
し

て
い
る
。
土
木
課
と
し
て

は
危
険
性
の
高
い
箇
所
、

公
共
性
の
高
い
箇
所
を
優

先
に
考
え
て
い
る
。

質
　(

旧)

足
白
小
学
校 

宿

泊
施
設

(

カ
ホ
・
ア
ル
ペ)

開
業
が
遅
れ
て
い
る
理
由

は
。

篠
崎
産
業
振
興
課
長
　
当

初
、
今
年
の
夏
頃
の
開
業

予
定
で
あ
っ
た
が
、
工
事

車
両
等
の
侵
入
路
確
保
の

関
係
か
ら
外
構
工
事
の
発

注
時
期
を
遅
ら
せ
た
こ
と
、

開
業
準
備
期
間
が
３
カ
月

で
は
な
く
最
低
で
も
６
カ

月
程
度
必
要
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
こ
と
に
よ
り
、

開
業
が
遅
れ
て
い
る
。

質
　
工
事
全
体
の
完
了
時

期
は
。

産
業
振
興
課
長
　
本
年
６
月

末
を
予
定
。

質
　
市
の
費
用
負
担
割
合

は
。

産
業
振
興
課
長
　
整
備
関

係
予
算
４
億
６
２
４
３
万

８
千
円
の
う
ち
、
国
庫
補

助
金
２
億
２
３
８
９
万
５

千
円
、
市
負
担
金
２
億
３

８
５
４
万
３
千
円
で
あ
る
。

質
　
宿
泊
施
設
は

（
株
）
嘉

麻
ス
タ
イ
ル
が
運
営
す
る
の

か
。

産
業
振
興
課
長
　
ま
ず
、

市
の
直
営
施
設
と
し
て
委

託
業
者
に
よ
る
運
営
を
行

い
、
そ
の
後
、
指
定
管
理

者
に
よ
る
運
営
に
つ
な
げ

た
い
。

質
　
委
託
業
者
は
決
ま
っ
て

い
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長
　
決
ま
っ

て
い
な
い
。

質
　
宿

泊

や

レ
ス
ト
ラ
ン
、

体
験
型
農
業
な
ど
の
運
営

委
託
方
法
は
。

産
業
振
興
課
長
　
宿
泊
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、

カ
フ
ェ
施

設
の
運
営
は
同
一
業
者
に

委
託
予
定
で
あ
る
。
体
験

型
農
業
、
観
光
な
ど
は
足

白
農
泊
協
議
会
や
市
の
観

光
ま
ち
づ
く
り
協
会
と
連

携
協
力
が
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
取
組

み
を
委
託
先
に
願
う
。

質
　
開
業
時
期
は
い
つ
頃

に
な
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長
　
来
年
３

月
の
開
業
を
目
指
し
て
い

る
。

質
　
交
流
人
口
の
増
加
に

よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

赤
間
市
長
　
本
事
業
は
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

起
爆
剤
と
な
り
得
る
と
考

え
て
い
る
。
活
性
化
の
た

め
、
来
年
３
月
の
開
業
を

目
指
し
取
組
み
た
い
。

災
害
対
策

質
　
施
政
方
針
の
中
で
、

市
の
内
部
組
織
の
災
害
に

対
す
る
体
制
強
化
と
あ
る

が
、
防
災
対
策
課
の
女
性

正
規
職
員
の
数
は
。

平
川
人
事
秘
書
課
長
　
現

在
は
０
名
で
あ
る
。
た
だ

し
、
男
女
共
同
参
画
の
視

点
か
ら
避
難
所
へ
は
男
女

職
員
の
配
置
を
す
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

質
　
６
月
現
在
の
市
内
に

お
け
る
全
面
通
行
止
め
箇

所
数
は
。

髙
﨑
土
木
課
長
　
市
道
の

通
行
規
制
は
12
路
線
で
、

内
８
箇
所
が
全
面
通
行
止

め
と
な
っ
て
い
る
。

環
境
行
政

質
　
３
月
に
締
結
し
た
産

廃
事
業
者
と
の
環
境
保
全

協
定
書
は
、
環
境
審
議
会

に
意
見
を
求
め
て
い
る
か
。

溝
口
環
境
課
長
　
自
然
環

境
保
全
条
例
に
基
づ
き
審

議
会
に
意
見
を
求
め
て
い

る
。

質
　
な
ぜ
３
月
議
会
で
は

な
く
５
月
の
臨
時
議
会
で

の
報
告
に
な
っ
た
の
か
。

環
境
課
長
　
審
議
会
を
開

催
す
る
余
裕
が
な
く
、
代

表
者
で
あ
る
会
長
に
報
告

を
行
う
こ
と
と
し
た
が
、

会
長
と
の
日
程
調
整
に
時

間
を
要
し
た
た
め
。

質
　
県
か
ら
締
結
に
関
し
、

何
か
指
導
は
あ
っ
た
か
。

環
境
課
長
　
市
の
条
例
に

基
づ
く
も
の
な
の
で
、
指

導
は
受
け
て
い
な
い
。

質
　
平
成
28
年
３
月
に
出

た
審
議
会
の
答
申
の
入
手

方
法
は
。

環
境
課
長
　
情
報
開
示
請

求
に
よ
り
入
手
可
能
。

質
　
自
然
災
害
が
多
発
す

る
中
、
環
境
課
が
で
き
る

対
応
は
。

環
境
課
長
　
ゴ
ミ
や
し
尿

料
金
の
免
除
、
家
屋
へ
の

消
毒
作
業
、
ま
た
昨
年
の

豪
雨
災
害
で
は
国
の
補
助

で
あ
る
全
壊
家
屋
の
解
体

撤
去
費
用
を
助
成
し
て
い

る
。

※

他
に
ふ
る
さ
と
に
誇
り

を
持
て
る
教
育
・
文
化
の

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
取

組
内
容
を
質
問
。

質
　
山
田
石
ヶ
崎
団
地
の

外
縁
部
に
植
樹
さ
れ
て
い

る
桜
の
木
が
倒
木
し
た
。

全
国
各
地
で
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
桜
の
倒
木
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
木

は
て
ん
ぐ
巣
病
に
か
か
れ

ば
枯
れ
て
し
ま
う
。
そ
う

で
な
く
て
も
、
寿
命
は
60

年
位
と
の
こ
と
だ
。
老
木

と
な
っ
た
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

桜
は
ど
う
す
る
。

高
崎
土
木
課
長
　
行
政
区

と
相
談
し
、
伐
採
し
た
い
。

質
　
青
森
県
弘
前
市
は
、

剪
定
や
殺
虫
剤
散
布
、
肥

料
等
管
理
し
、
樹
齢
１
０

０
年
を
超
え
る
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
桜
が
３
０
０
本
以
上

あ
る
と
い
う
。
手
入
れ
し
、

延
命
を
図
る
べ
き
だ
。

土
木
課
長
　
研
究
し
た
い
。

危
険
な
交
差
点

質
　
漆
生
東
交
差
点
は
、

過
去
死
亡
事
故
が
発
生
し

た
危
険
箇
所
だ
。
東
岩
崎

か
ら
交
差
点
に
進
入
す
る

と
、
松
山
方
面
か
ら
の
車

両
が
非
常
に
見
に
く
い
。

東
岩
崎
新
屋
敷
団
地
前
交

差
点
も
右
方
向
は
全
く
見

え
な
い
。
昭
和
橋
か
ら
漆

生
へ
の
旧
国
鉄
線
路
の
最

初
の
交
差
点
は
、
近
年
自

転
車
に
乗
っ
た
子
ど
も
が

跳
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
交
差
点
は
、
生
垣
と

樹
木
が
視
界
を
妨
げ
て
い

る
。
対
策
は
ど
う
す
る
。

土
木
課
長
　
当
該
行
政
区

か
ら
要
望
書
が
上
が
り
次

第
、
生
垣
と
樹
木
を
伐
採

す
る
。

過
疎
地
の
交
通
政
策

質
　
桑
野
神
有
地
区
は
、

以
前
市
バ
ス
路
線
が
あ
っ

た
が
現
在
は
な
い
。
ふ
も

と
に
バ
ス
停
は
あ
る
が
、

高
齢
者
は
歩
い
て
行
け
な

い
。
買
い
物
、
病
院
の
通

院
に
は
車
が
必
需
品
で
、

な
い
と
生
活
で
き
な
い
。

こ
の
神
有
地
区
や
過
疎
地

の
交
通
政
策
を
ど
う
す
る
。

小
林
地
域
活
性
推
進
課
長

　
現
在
デ
マ
ン
ド
型
バ
ス

の
計
画
を
し
て
い
る
。

質
　
路
線
外
で
も
利
用
で

き
る
の
か
。

地
域
活
性
推
進
課
長
　
路

線
が
な
く
て
も
利
用
者
宅

の
近
く
ま
で
送
迎
す
る
。

提
言
　
過
疎
対
策
の
最
も

重
要
な
施
策
の
一
つ
は
、

公
共
交
通
政
策
だ
。

※

他
に
行
政
区
交
付
金
問

題
、
通
学
路
の
安
全
対
策
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
質
問
。


